




l咋生で,いろいろlJ.t形を作 ったり'Jl脈 した

りしている.これらの活動のlIlで,ひごを仕

って形を作る組偶成の傑作の縫駿はしている

が,子仇の多くは,三角形と四角形を-dに着

日して区別 しているのか実態である.そこで

これを.図形を構成する安東の1つである辺

に宕E]して図形を見泊させるためには,組梢

戊の操作でliければ1よらないと考えたからで

ある.

これにより,区りβを構成 してJE;を忘諭させ

/このち,辺を意識させる,-4;･地 となる縫駿をさ

せることができるものと考えた.

②仲間分けしなから戦寮させる (指導法Q)

イ b)

図JBの構成要素である辺をはっきり意諭さ

せるために,虫をEE]んで構成 した図形の仲間

JJlけをしなから観察させるようにする.

｢虫Bi)み｣という組偶成の操作を収 り込み

自然に辺に-LL･目した子供は,仲間集めするこ

とで辺をはっきり意識するようにIより,3本
と4本の直線の違 いが図形の特徴 と1よってい

ることに気づきやすくなるものと考えた-

(3)目標

OLliを直線で囲んでいろいろIJ.L形をつくり

その)Bを仲間分けLI1-がら観察することを通

して三IlJ)Bと四角形の意味の一端をとらえ ｢

三fTJ形 と凹伽 Bについてしらべよう｣という

in元の課題をつかむことができる.

(4)本時の流れ

破線で虫を囲んでかごを作 り.dl取 りを

i白組で囲んで作ったかごの形を,2つの

什r'"'lJJlけの理由を話 し合 う.

騨元をErく課題をつかむ,
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3 授業記鼻

ir1線で山をutJんでかごを作 り.JUkりを

-LT･快の興味をひきつけるために.お粥をし

なから--(･tLEの好きな山の絵を般示 していき.

山をTlnまえたいという気持ちを起 こさせた後

｣化tlみの操作をさせる_

指導の工夫①操作を取 り込む

･｢さんかく｣と ｢しか く｣の形を

意識させる

･図形の構成要素である辺を意話させる素地

となる鮭験をさせる.

T (TWT板に螺の絵を礎示 しながら)暖かく

なって花のまわ りをたくさん飛ぶように

なったね.

C ちょうちょだ !

C もんきちょうだよ.

T そうだね,ちょうちょだね,_75_むらには

こんな山 もいるよ.

C てんとうむ しだ.かわいいな, (/iどと

口々に話 し始める.)

この後.かまきり,かぶとむし, くわがた

tTL.とんぼ,と山の絵を次々に,-3t板に提示

していくと.子tJtのIHは､ら山の名前を呼ぶ大

き/i声が聞こえた.そして, ｢夏休みに山取

りをするんだ.｣という子供のつぶやきをと

らえ, ｢今 EIは一足早 く山取 りをしようかJ

と投げかけると大多数の子供がうなずいた.

:掛 金∴磨.A..A.牽



ここで,,!1!{板に拙TlこしたilJ,とl■~t'Jじ山の絵か

かいてあるプリントを虹/rJ-し,山ltlりをする

的火を説明 した後,山地 りの操作をさせた.

(虫l映りの約束)

①蔽奴で山を囲む.

②1凪使 った点は催わlJ:い.

③できるだけ少ないId娘で凶む

この操作により,どの子朋 も IIさんかく｣

｢しかく｣という形を意識することができる

とともに,辺を意識する素地 となる鮭椴をす

ることができたものと思われる,

壷二去至I-≡

才底力盛
心線でuE)んで作 ったかごの形を2つの仲li'IJ

全月が虫を凶めたところで.山をL亡i線で組

んで構成 したかごを1つずつ】映り上げて,で

きた形を碓認 した後,1.I.問分けをさせる,

指導の=夫 ②仲間分けしながら勧寮させる

･図形の構成要葉である辺を意講させる･

T みんな上手に虫を囲んで取ることができ

ましたね_今度は.直線で囲んでできたか

ごの形を2つの什I苗=こ/Jlけてみましょう.

｢低級でBflんでできたかごの形を2つの付

目'耶こ/Jlけよう｣という本時の課越を倣y･する

子供達は,自/Jlが欄成 した図形を見て,吹

のようfi仲間/Jlけを していった,
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･(･t代のJ丈応 (37人■い)

(I)it'i娘にX.iuした仲間'Jlけ - i6人

3本のiEi線がある形 (ィ,オ)

4本の'tだ姐がある形 (ア,ウ,エ,カ)

②ITJに邪目した仲間/Jlけ - ･10人

3つの17)がある形 (ィ,汁)

1つの111がある形 (7,ウ.工.カ)

(3)ibHこ第日した仲間分け ････6人

とがった形 (ィ,オ,7'))

-1lJlた い形 (7,ウ,エ)

(少その他

(I)(2)のイIIIIl."/Jlけ

･:,≡ ---誠 二 :

③の什HH分け

仲ll.lJ分けのPll.山を話 し合 う_

･5人

-T-tLt速が上.7LiのようfJ.1仲Ir'J分けを兄いだ し

たところで,まず,③の仲間/Jlけから触 り上

げて話 し合わせ,③の仲m分けは,図形の向

きにより--tF･らに見えたり,とがって見えたり

することであいまいfJ.一考えであることに妄Lづ

かせた.

T c.岩の仲間'JlけをuldL､てみましょう.

Cl(7,ウ.エ)と (ィ.オ,カ)に'Jlけ

ました.乃星山は, (ィ,オ,カ)は.とが

っているイ仰 Tlで, (7,ウ,エ)はとがっ

てい1よいイlllrLTJだと,EIAったからです.

C ぼくも同L:です, (何人かが うfJ.-ずく)



C 2 わたしはその/JTけ-jJJはおかしいと′riLいま

す_Ct岩は.

アはとがって

いないと言 っ

たけれど,こ

う回すと,

(右Blのよう

に回す)とが

っていると一LH

7[軋@
-嘉 一--;I-･･

います.

C ぼくもC2さんと同じです.イだってこ

う回すと (上図のように回す)とがってい

ないので,C.君の伸rm'JTけはよくわかり

ません. (｢なるほど｣の声多数)

次に,Q)のイLhI耶 †けを取 り上げ,辺に讃EI

した什riiJ/JlけのIn稚さをよりはっきりわから

せたところで,｢三角形｣と ｢凶角形｣とい

うIn語を知 らせた.

T Cl君達は,とがっている仲間と,とが

っていないイ小間に分 けて考えたのですかは

っきりしないということに'54もづきましたね.

今度は,C.,さんのイLHfTり/JTけをU-rdいてみま

しょう.

C.,わたしは. (ィ.汁)と (7,ウ,エ,

カ)に分けました.なぜかと言 うと (ィ,

オ)は, 3つの直鎖でかいたかご で,

(7,ウ,エ,カ)は 4つの敵政でかい

たかご だからです.

C ぱくもC3さんと同じで, 3つの直損が

ある形 と 4つの直故がある形 にしまし

た. (｢同じ｣の声多数)

'r c .,さん速の仲間分けはよくわかります

か.

C さっきのように (上の図のように) 回

しても,直鎖の数は変わらないから よく

わかります. (賛成の拍手が起 こる)

'r この仲間分けは (C,児の伸rul分け)す

ごくよくわかりますね.実は,君速が仲間

だと言 った形には,それぞれ名前がついて

いるのです. (ィ,オ)のような形を IlT_

ItJ)B｣と呼びます.また, (ア,ウ.工.

カ)のような形を ｢凹/EJ形｣とB.i;･ぴます.

(ここで ｢三lTJ形｣｢凹1勺)B｣という川諾汚を

板=TlIIした.)

叩元を即 く課題をつかむ

このように,三角形 と凶lIJ形の滋味の一端

をとらえさせたところで ｢三JtJ形と凹1日Bに

ついて しらべよう｣というin元の課題をつか

ませるようにした.

(その後の展開)

｢三JLJ形 と凹113形について しらべよう｣

という粒元の課題をつかんだ子仙 ま,次の時

rH.)はiTl_元の課題に振 り返 り,まず,-JiTJ時に伸
問'JTけした l三IrJ形 と凶JEJ形をことばでどう

あらわせばよいか考えよう｣という課題をつ

かむ.そして,この課題をM.決することで三

IEjJBとPlIrj形の意味を椛かにしていき,次に

その意味に非づいて図形の弁別ができるよう

になっていった.その後 も,iti元の課題に振

り返 り.沖入時に仲間分けした図形の中から

｢かまきり｣｢ちょうちょ｣のかごの形 (良

方形),｢とんぼ｣のかごの形 (正方形).

｢くわがたむし｣のかごの形 (蔽lLj三11J形)

を順に詳 しく調べることでそれらの図形の意

味を純かにしていき,それらの図形の意味に

遊づいて作図等できるようになっていった･
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4 まとめ

本tlF光では,｢自ら学ぶEl標を定める｣節

数億導を課瀕設定型の授業と想定 し課RB設定

割の授業をする意義,課題設定型の授業をす

るための指導法について考え,第2芋咋 ｢三

ltlJBと四角形｣で実践 してみた,

ここでは,その実践を振り返って,課題設

註型の授業は考えていた過 り意虫あるものに

なったかを指導法の有効性も含めて考えてみ

たい.

(i)自ら斗元の課題をつかむことができた

か

｢三加 担と凹角形｣のin元の婦人では,よ

りどころとする既習餌項がないのでまず,図

形を構成する操作が必要と考え,三1(1形と四

IIl形の意味に結びつけやすい級梢戌の操作を

収 り込み図形を構成させるようにした.次に

その構成 した図形を伸rL口分けしながら観察さ

せるようにした.

これにより,多くの子tJHま.まず,級梢戊

の操作をしたことで,図形の構成要素である

辺に自然にrJ'-目し,次に,伸聞分けしなから

観察 したことで,辺をはっきり芯讃すること

ができたと考える.従 って,1-tJとは,三PL形

と凹yJ形の意味の一端をしっかりとらえるこ

とができ,これからの学習は,三ftJ形と四Jll

形について調べる学習だというIR元の課題を

節かにつかむことができたものと考える.

(2)学習意欲をかきたてることができたか

誠に著目した仲間分けとの比較により.辺

に着目する仲間分けのよさがわかり三角形と

凹lq形の意味の一端をしっかりとらえること

ができたところで ｢三角形と凹PJ形について

しらへよう｣という学習内容を見通せる課題

を碓かにつかむことができたので,学習意欲

は大いに喚起されたという感触を待ている,

(3)学習意欲を持続することができたか

学習内容を見通せる大きなl哲元の課滋をつ

かむことができたので,授業記嫁にもあるよ

うに.1時柁r11時間に意欲づけのテ占動を触 り
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込まなくても.lrI_元の課題に振り返りながら

発展的fi課題を次々と追完 していくことがで

きた.このことから,三FEL形と凹角形を学習

していくという意欲は持続性があったものと

考えている.

以上のことから,課題設定兜の授業におい

て,よりどころとなる既習訴qlがない場合の

招ヰ方法として.操作を触 り込むこと,仲間

'JTけしながらn]察させることが,1_T効である

ことがわかった.

また,課題設近兜の授業をすることで,千

仇の芯欲を喚起することができ,その芯欲を

持衷盲させることができることもわかった.

(平成 6年 3月20日受理)


